　ＪＥＬＦ大阪支部　連続勉強会第１回

　　　信託法を活用して子孫に美田を残そう

　　　　　　　―環境を守る非営利セクターを市民の力でどう強化するか？
　

　　　　寄付金文化のないニッポン。選挙前で政府は環境投資に大盤振る舞い。

　　　　でも天下り財団法人にお金は回ってもＮＰＯは苦戦。

　　　　やはり市民の力でＮＰＯを強化するしかない。

　　　　少子高齢化のうえ、老後不安。老後資金はしっかり残しておくけれども、

いざ残して相続争いも嫌だ！という人は多いはず。

信頼できる団体に、未来の世代のため自然のために、残ったお金を託したい

ささやかだけれども、自分の死後に、生きた証を何か遺したい

そういった気持ちの受け皿を法律家として創っていきませんか？

「自然の権利基金」だって、もっと商品開発ができるはず

「亡き宇崎さんのナキウサギ基金」「△さんのヤンバル・がんばる基金」・・・

今、財政がきちんとすれば、毎年１人くらい環境専門の若手弁護士を雇用できる

閉塞感ある今だから、新たな可能性を求めて勉強会を始めませんか

☆弁護士・修習生・ＬＳ生のご参加お待ちしております。（事前申し込み不要・無料）

とき　　　　７月２４日（金）　午後６時半

　場所　　　　あすなろ法律事務所大会議室

　　　　　　　　　大阪市中央区淡路町３－３－１０－３Ｆ

　　　　　地図はhttp://asunaro-l.gr.jp
内容　　　　まずは信託法って何、普通の遺言とどこが違うの？から始めます。　

レポーター　藤原　航　第６２期司法修習生（大阪修習、環境法選択）

主催　　　　日本環境法律家連盟大阪事務所

☆本企画についてのお問い合わせは、jelf-osaka@green-justice.com　までお願いします。
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